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要旨
　本研究は、看護大学生が抱く精神科看護に関する思いの内容についてテキストマイニングを用いて明らかにすることを目的とした。
対象はＡ大学看護学科学生47名である。自由記述形式の実習事前レポートと実習のまとめレポートを一文ごとに区切ってデータ化し、
テキストマイニング及び因子分析を行った。その結果、実習に臨む前の気持ちは205レコードから31カテゴリーに分類され、８因子の成
分が抽出された。また、実習後の思いは689レコードから50カテゴリーに分類され、15因子の成分が抽出された。そして、実習前後の
思いの感性分析においては、実習前レポートでは、ポジティブな内容の記述がｎ＝50（15％）に対し、ネガティブな内容の記述がｎ＝
278（36.7％）であった。実習後レポートでは、ポジティブな内容の記述がｎ＝164（7.1％）に対し、ネガティブな内容の記述がｎ＝347
（15％）となり、ポジティブ・ネガティブの両感情ともに半減していることが明らかとなった。実習前の成分８因子から実習後の成分15
因子に増加したことは、学生が精神障害を持つ人について実習を通して学びを深め、イメージが具体化されたものと考えられる。
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１．はじめに
　看護大学生（以下、学生とする）は精神看護学実
習に臨むにあたり、精神医療，精神保健および精神
看護学といった講義を履修している。これらの講義
の中で、当事者の体験のDVD視聴などを通して、
学生は精神障害を持つ人について理解を深めてい
る。その結果、学生は精神障害者に対して関心を示
し、肯定的な認識を持っている。１）

　しかし、精神看護学実習直前になると精神障害者
や精神看護に対して様々なイメージや不安を抱いて
いることが顕になる。すなわち、学生が精神障害者
に対し、急性期精神症状を日常的に持っている人と
捉えている２）と考えられる。また、学生は精神看
護学実習に臨む前の日常生活において、精神障害者
と接する機会が非常に少なく、実習で初めて精神障
害者と接することも少なくない。そのため、不安感
や恐怖感といったネガティブなイメージを抱くので
はないかと思われる。学生が抱くこのような精神障

害者に対するイメージは、臨地実習を通して変化す
る。３）一方、実習後においても、精神障害者や精
神看護へのネガティブなイメージを抱き続ける学生
もいる。４）

　従来、精神看護学実習における学生の精神障害者
や精神看護に対するイメージに関する量的・質的研
究は多く存在する。しかし、形態素分析といった言
語学的基準で収集されたデータにより、カテゴリー
を構築するテキストマイニングの手法を用いた形式
での精神看護学実習に関する研究報告は少ない。そ
こで、本研究では、学生の実習前後レポートを基に
テキストマイニング手法を用いて、学生が抱く精神
障害を持つ人および精神看護に関する思いを明らか
にすることを目的とする。
２．研究方法
１）対象A大学看護学科４年生、精神看護学実習履

修学生47名
２）調査期間
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３）調査方法

精神看護学実習前後に学生が提出したレポートを
テキストデータとする。
内容（１）精神看護学実習事前レポート「精神看
護学実習に臨もうとしている今の素直な気持ちに
ついて」、（２）精神看護学実習のまとめ「精神
科看護・関わった患者についての感想（事前レ
ポートに書いたことを踏まえて）」の計２種類。
実習事前レポートと実習後レポートそれぞれに記
述された全ての文章をデータ対象とした。

４）分析方法
（ １ ） 得 ら れ た デ ー タ を 基 に P A S W  T e x t 

Analytics for Surveys 4 Japaneseを用いて実習
前後の看護学生の意識・思いを分析した。手順と
しては、「テキストデータ」→「形態素解析・係
り受け分析」→「類義語によるカテゴリーの形
成」→「ネットワーク分析」→「因子分析」の
過程をとった。カテゴリーの形成は名詞のみを
用いて行った。因子分析（主成分分析）はSPSS 
Statistics 17.0を用いた。

（２）実習前後のポジティブな記述とネガティブな
記述の割合については，PASW Text Analytics 
for Surveys 4 Japaneseを用いて感性分析を行
い，全品詞の語数に対する割合の比較を行った。

５）倫理的配慮
　学生一人一人に対し書面と口頭にて研究
　目的，研究方法，個人が特定されないこと，研究
参加は自由意志であること，研究への参加によって

不利益は生じないことについて説明を行った。そし
て、研究への協力を依頼し，同意書に署名をした者
の出データのみを対象とした。

３．結果
１）対象

　同意を得られなかった１名を除く、同意が得ら
れたｎ＝46名。

２）データ
（１）「精神看護学実習に臨もうとしている今の
素直な気持ちについて」46名の記述から分析デー
タとして、205レコードが得られ、抽出した204の
名詞から31のカテゴリーが得られた。
（２）精神看護・関わった患者についての感想」
46名の記述から分析データとして、689レコード
が得られ、抽出した688の名詞から50のカテゴ
リーが得られた。
（３）ネットワーク分析（共起関係）結びつきの
強い関係性を示したものを図１（実習前）及び図
２（実習後）に示す。丸が大きいほど、その単語
が多く出現していることを表す全カテゴリーでの
共起関係を図式化すると関係性が見えにくいた
め、実習前に関しては、「不安」に焦点を当てた
共起関係を示した。不安結びつきが強いカテゴ
リーに「期待」が存在していることが分かる。そ
して、実習後の共起関係に関しては、「実習初期
の思いや行動」に焦点を当てた共起関係を示し
た。これは、精神障害者の捉え方と結びつきが強
いことが示された。

図１：各カテゴリーの共起関係（実習前）
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３）「精神看護学実習に臨もうとしている今の直な
気持ちについて」の因子分析

　因子分析の結果、８因子が抽出された。以下に、
各因子の解釈と命名を述べる。
抽出された主成分（表１参照）
＜第１主成分＞
　「実習に臨む緊張感」、「精神看護の印象」、
「社会の中で生きる」、「精神科病棟の特性」とい
うカテゴリーから構成されている。「実習に臨む緊
張感」というカテゴリーには、“今までにない危険
物の取り扱いに関する注意を受けて緊張感が高まっ
た”、“社会生活から隔離された場所へ入る緊張感が
ある”といった文章が含まれている。「精神看護の
印象」というカテゴリーには、“病棟は非現実的な
場所”、“今までの患者さんと違うと思うので関わり
が難しそう”“個人のペースに合わせて自由といった
印象”といった文章が含まれている。また、「社会
の中で生きる」には、“社会復帰が難しそう”、“社
会で生活できるまで回復できる”等の文章が含まれ
ている。これらのカテゴリーには、他にはない精神
科特有の異質なものと捉えている記述が多く含まれ
ているため、この第１主成分を【精神科の特異性】
と命名した。

＜第２主成分＞
　「生活者としての患者」、「入院している患
者」、「精神看護に関わる地域看護学実習」「イ
メージがわかない」というカテゴリーから構成され
ている。これらのカテゴリーには“地域の人と関わ
りながら生活している患者さん”、“どのような生活
をしているのか分からない”、“入院している精神障
害者と関わったことがなく、イメージできない”と
いった文章が含まれる。これらのカテゴリーには、
地域で生活する患者と入院患者が結び付かないこと
と精神障害者と関わった経験がないことから患者に
ついて分からない、イメージできないといった内容
の記述が多く含まれるため、この第２主成分を【生
活者としての患者をイメージできても、入院患者と
してはイメージしにくい】と命名した。
＜第３主成分＞
　第３主成分は、「精神障害者とかかわった経験の
有無」、「期待」、「精神障害者の看護とは何か考
える」というカテゴリーから構成されている。これ
らのカテゴリーには、不安もあるが精神病院や患者
という今まで体験したことのないからこその期待や
希望も持っているや地域看護学実習の中で患者とか
かわった経験についての記述があり、経験の有無を

図２：各カテゴリーの共起関係（実習後）
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含めて患者へのケアの提供についての考えや想像が
多く記述されていたため、この第３主成分を【患者
への関わりをイメージする】と命名した。
＜第４主成分＞
　第４主成分は、「自分が与える影響」、「自分を
振り返る」、「全人としての患者」、「ネガティブ
なイメージ」、「精神看護学実習に臨むにあたっ
て」のカテゴリーから構成されている。実習に臨む
にあたって、学生自身が患者に対して悪い影響を与
えてしまうのではないか等の不安な自分という存在
を立ち止まって考えている内容や精神疾患を持つ人
としての患者さんをどのように理解していけるかな

ど不安に関する記述が多くあった。そのため、この
第４主成分を【全人的に関わっていけるかという不
安】と命名した。
＜第５主成分＞
　第５主成分は、「患者理解の必要性」、「共感
的」、「精神看護ケアに必要なこと」、「患者との
接し方」というカテゴリーから構成されている。こ
の第５主成分を【患者・精神看護ケアの理解】と命
名した。
＜第６主成分＞
　第６主成分は「対象としての患者」、「患者に対
する心情」、「心の病気」、「ネガティブなイメー



5山口県立大学学術情報　第５号　〔看護栄養学部紀要　通巻第５号〕　2012年３月

ジの消失」というカテゴリーから構成されている。
これらのカテゴリーを総合して、第６主成分を【患
者と向き合う積極性】と命名した。
＜第７主成分＞
　第７主成分は「家族」、「患者についての話を聴
いた経験」、「看護者」というカテゴリーから構成
されている。これらのカテゴリーを総合して、【障
害者の周りの人との関わり】と命名した。
＜第８主成分＞
　第８主成分は「不安」、「患者と関わる準備」、
「病気としての精神障害」、「精神看護の授業」と
いうカテゴリーから構成されている。不安はある
が、そのことも踏まえて実習に臨みたいという内容
に解釈された。したがって、これらを総合して、
【実習の意欲】と命名した。
４）「看護のまとめ：精神看護・関わった患者につ

いての感想」の因子分析
　因子分析の結果、15因子が抽出された。以下に、
各因子の解釈と命名を述べる。
抽出された主成分（表２参照）
＜第１主成分＞
　第１主成分は、「退院後の生活」、「生活」、
「施設」というカテゴリーから構成されている。こ
の第１主成分を【退院後の患者を取り巻く環境を見
通す】と命名した。
＜第２主成分＞
　第２主成分は、「患者を取り巻く専門職」、「看
護師」、「連携」というカテゴリーから構成されて
いる。これらのカテゴリーを総合して、第２主成分
を【多職種間連携】と
命名した。
＜第３主成分＞
　第３主成分は、「患者のポジティブな気持ち」、
「患者の安全性の確保」というカテゴリーから構成
されている。この第３主成分を【患者に安心感を与
える】と命名した。
＜第４主成分＞
　第４主成分は、「服薬」、「薬」というカテゴ
リーから構成されている。これらのカテゴリーに
は、薬物治療、服薬を継続していかなければならな
いことについての記述が多く含まれていたため、こ
の第４主成分を【服薬の重要性】と命名した。
＜第５主成分＞
　第５主成分は、「理解」、「病気」、「患者理

解」というカテゴリーから構成されている。患者を
通して、精神疾患の症状や病状を学んだ内容が多く
記述されていたため、この第５主成分を【精神疾患
の理解】と命名した。
＜第６主成分＞
　第６主成分は、「患者に必要なこと」、「精神障
害者が生活する場としての地域」、「自分を振り返
る」というカテゴリーから構成されている。この第
６主成分を【全人的な看護ケアについて考える】と
命名した。
＜第７主成分＞
　第７主成分は、「関わり」、「感情移入（共
感）」、「患者に影響を及ぼす要因」、「看護する
上で大切なこと」、「病棟」というカテゴリーから
構成されている。この第７主成分を【病棟における
看護ケア】と命名した。
＜第８主成分＞
　第８主成分は、「看護師の役割」、「適応しなけ
ればならない場としての社会」、「リハビリテー
ション」、「患者と一緒の時間」というカテゴリー
から構成されている。この第８主成分を【社会復帰
を視野に入れたケア】と命名した。
＜第９主成分＞
　第９主成分は、「患者の気持ち」、「患者の背
景」というカテゴリーから構成されている。この第
９主成分を【文脈の中から患者を看る】と命名し
た。
＜第10主成分＞
　第10主成分は「作業療法」、「治療」のカテゴ
リーで構成されている。これらを総合して、第10主
成分を【精神科治療の理解】と命名した。
＜第11主成分＞
　第11主成分は「退院」、「家族」、「受け持ち患
者」のカテゴリーで構成されている。これらを総合
して、第11主成分を【退院の条件としての家族】と
命名した。
＜第12主成分＞
　第12主成分は、「患者が抱える課題」、「患者を
見る目」、「入院生活」のカテゴリーから成ってい
る。この第12主成分を【患者を見る視点の多様性】
と命名した。
＜第13主成分＞
　第13主成分は、「精神障害者の捉え方」、「実習
初期の思いや行動」というカテゴリーから構成され
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ている。実習前の状況から実習を通して理解した内
容が含まれるため、この第13主成分を【実習を通し
ての精神障害者への理解の変化】と命名した。
＜第14主成分＞
　第14主成分は、「患者の状態」、「精神科・精神
疾患の捉え方」、「症状」のカテゴリーから構成さ
れている。これらを総合して、【患者の状態像】と
命名した。
＜第15主成分＞
　第15主成分は「患者の行動の意味を知る」、「患
者の行動」、「対応」、「患者とのコミュニケー
ション」からカテゴリーが構成されている。これら
を総合して、第15主成分を【患者のニーズへの対
応】と命名した。
５）学生のポジティブ・ネガティブな記述の割合に
ついて
　実習前レポート「精神看護学実習に臨もうとして
いる今の素直な気持ちについて」と、実習後レポー
ト「精神看護・関わった患者についての感想」を感
性分析によって、「ポジティブな記述」と「ネガ
ティブな記述」の２つのカテゴリーを抽出した。そ
れらの出現割合は、実習前レポートでは、ポジティ
ブな内容の記述がｎ＝50（％）に対し、ネガティブ
な内容の記述がｎ＝278（135％）という結果であっ
た。実習後レポートでは、ポジティブな内容の記述
がｎ＝164（23.8％）に対し、ネガティブな内容の
記述がｎ＝347（50.4％）という結果であった。
４．考察
１）実習前の精神科・精神障害者への思いや気持ち
　第１主成分である【精神科の特異性】、第２主成
分【生活者としての患者をイメージできても、入院
患者としてはイメージしにくい】、第３主成分【患
者への接し方をイメージする】、第４主成分【全人
としての患者に関わっていけるかという不安】、と
いった学生の未知な事柄への期待と不安が混在して
いるアンビバレントな感情を示す主成分からは、実
習前の学生が精神科や精神障害者、精神看護に対し
て、不安や恐怖の感情を抱いていると解釈できた。
これらの主成分を構成するカテゴリーの中の記述
には、“今まで精神障害者と関わったことがないた
め、ちゃんと関われるか不安”といった未体験であ
る精神障害者との関わりに対して不安があるという
記述が多く含まれている。また、“実習にあたり、
ドアの施錠や危険物の取り扱いなど今までの実習に

なかった注意を受け、緊張感が高まった”、という
様な精神科の特異性に対する緊張感、“どう接すれ
ばよいかわからない”、“精神障害と聞くと、とても
暗いイメージや怖いイメージがある”といった精神
科へのネガティブで曖昧なイメージに関する記述が
多く含まれている。
　学生は授業による知識だけでは精神医学に関する
事柄について否定的なイメージの軽減につながらな
いように５）、本研究においても学生が実習前に抱
くネガティブなイメージは多く存在していることが
明らかとなった。学生は未知であるが故に、マスコ
ミで報道されている様な限られた情報により精神看
護領域のイメージを構成しており、精神障害者や精
神科を不安や恐怖といった形で捉えていることが考
えられる。
　一方で、実習事前レポートからは前述のような学
生のネガティブな感情を表す記述に対し、“地域看
護学実習で精神疾患を持つ方と接したことにより怖
いというイメージはなくなった”という様な、精神
障害者との関わりの経験によって恐怖心はなくなっ
たというようなポジティブな感情を表す記述も多く
見られた。また、精神障害者との関わりの経験の場
として地域看護学実習を挙げている記述が多く存在
したことは、実習指導者の意図が反映されていると
いう背景があることを考慮しなければならない。し
かし、これらのことを踏まえても、地域看護学実習
は学生の精神障害者へのイメージの明確化という点
で精神看護学実習への取り組む姿勢において肯定的
な役割を果たしていると考えられる。
　第５主成分【患者・精神看護ケアの理解】、第６
主成分【患者と向き合う積極性】からは、学生の実
習に対する前向きな姿勢や、精神障害者や精神科に
対して怖くないといったポジティブな感情を読み取
ることが出来た。これらの因子からは未知の領域で
ある精神看護を学ぶことが出来るという期待や楽し
みという感情と精神看護の難しさのイメージや不安
という感情を併せ持つ、学生のアンビバレントな感
情があると考えられる。
　第７主成分【障害者の周りの人との関わり】や第
８主成分【実習への意欲】には、“疾患や治療につ
いてしっかり勉強して実習に臨みたい”、“実際に臨
床で関わる中で対象を理解したい”，“不安は大きい
が先入観を持たずに患者さんと同じ目線で物事を考
えていきたい”といった記述が含まれている。これ
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らのことから、学生は、ネガティブな感情を抱きな
がらも、精神科看護を学ぶ意欲といったポジティブ
な感情も同時に持っていることが明らかとなった。
また、“実習が楽しみである”といった記述には、実
習を終えた学生との情報交換をしている記述があっ
た。これらは、情報的支援ネットワークを持つ学生
は高い自己効力感と少ない蓄積疲労度を持ち、実習
前の不安は弱くなる７）可能性が考えられる。本研
究結果からも、学生間の情報交換ネットワークが存
在したことにより、実習に対する不安が減少し、楽
しみや期待といったポジティブな感情が増すことが
明らかとなった。図１に示すように、不安は因子分
析では第８主成分【実習への意欲】に含まれるが、
第３主成分【患者にどう接するかイメージする】と
の関係性が密であることが分かる。これは、学生が
抱く期待と不安といったアンビバレントな思いの象
徴であると思われる。
２）実習を終えて得た学び・感じたこと
　第１主成分【退院後の患者を取り巻く環境を見
通す】、第８主成分【社会復帰を視野に入れたケ
ア】、第11主成分【退院の条件としての家族】から
は、学生は受持ち患者を通して、治療と並行して、
退院後の生活の場がどこになるのか患者の生活が存
在することを意識化し考えていると読み取ることが
できる。この主成分を構成するカテゴリーには、
“受持ち患者さんは施設への退院を控えていた方で
自己管理能力を高める関わりが必要となる患者さん
であった”、“施設への見学”、“自宅への外泊”といっ
た記述が含まれており、学生は精神科看護につい
て、患者の入院時のみケアだけなく、生活、継続性
ということを強く意識したと思われる。そして、受
持ち患者が退院するにあたり、病状の安定と患者の
希望だけでは退院できない場合もあることを知り、
家族の理解と家族の負担軽減、家族の希望にも寄り
添いながら患者の退院を進めることが大切であるこ
とを学んでいると解釈できた。そして、精神科領域
に関する理解を深め、イメージを再構築していると
考えられる。
　第２主成分【多職種間連携】では、“患者さんに
とって安心して気持ちを表出できる場が必要である
と学べた”“看護師だけが患者と家族をつないでいる
のではなく、他職種も関わって退院への方針を考え
て行っていると学んだ”など精神科における治療や
看護を理解していくと同時に、ケアを提供するのが

看護師だけではないことを学んでいると読み取るこ
とができる。在宅看護論実習において多職種間連携
の中で対象者が生活していることを学んでいるが、
精神看護学実習の中で多職種間連携についてイメー
ジを再構築していると考えられる。
　第３主成分【患者に安心感を与える】では、“実
習前はすべての病室が保護室というイメージである
方が強かったが、一般の病室と同じような中で危険
物の取り扱いなどに注意されていることが分かっ
た”や“保護室での看護師と患者のやり取りを見て、
看護師の対応がとても穏やかであり、患者のことを
よく考えて心配しているという姿勢を見せていると
いうことを学んだ”、“安全の確保のための隔離が患
者にとっては罰として考えることがあるということ
を聞き、人権に配慮した看護の難しさを知ること
ができた”など精神科の特徴でもある保護室につい
て、学びを深めていることが読み取れた。
　第４主成分【服薬の重要性】、第５主成分【精神
疾患の理解】、第10主成分【精神科治療】、これら
の成分には、“患者さんの身体の中で起こっている
ことは本人にしか分からない部分もあるので、薬も
患者さんが納得して飲めるように援助していくこと
が必要であると感じた”、“薬の必要性を理解してい
ても薬を飲み続けることは容易ではないということ
を患者さんと関わる中で感じた”、“精神障害の背景
にある患者さんの苦しみについて理解することがで
きた”など、精神疾患の治療の主軸である薬物療法
について、患者とともに参加する作業療法を通し
て、薬に対する患者の思い触れ、患者理解を深めて
いると考えられる。また、薬物療法の重要性を理解
する中で、患者の服薬への葛藤について知る機会と
なっていると考えられる。そして、作業療法の場で
は、他の職種の役割を理解することができていたと
考えられた。
　第６主成分【全人的な看護ケアについて考え
る】、第７主成分【病棟における看護ケア、第12主
成分【患者を看る視点の多様性】については、“看
護師が提供した支援がすぐに結果として現れないの
も特徴である根気強く患者さんと関わっていくこと
が必要と感じた”や“手を握ったり、共感する姿勢を
見せながら、患者を安心させている”、“自分の態度
や言動が患者さんにどのように受け止められるか常
に考えながら関わっていかなければならないと学ん
だ”などで構成されている。これらから、学生は自
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分自身の行動を振り返る機会を得ており、看護師の
患者対応から具体的な共感する姿勢という状況を客
観的に体験ないしは観察し学び、実習の中で活かそ
うと心がけていたと思われた。そして、個別性のあ
る関わりや患者の今後を見据えた関わり、また患者
をいかに多角的に見ていくかという重要性を理解し
ているように読み取れた。これは、単に疾患だけの
回復や患者本人の状態の安定のみでは解決されない
問題を患者が抱えていることを学んでいると考えら
れる。
　第９主成分【文脈の中から患者を看る】、第13主
成分【実習を通して得た精神障害者への理解の変
化】、第15主成分【患者のニーズへの対応】につい
て、実習初期には言語的コミュニケーションが続か
ず、自分は何をしているのか戸惑ったといった内容
の記述も見られ、学生は他科の実習では経験する機
会が少ない戸惑いや悩みを抱いていたことが明らか
になった。そして、次第に“精神障害者だからと意
識しすぎずに関わっていけばいいことを学んだ”と
いうように、実習前までは精神障害者に対して身構
えていた状況から、実際に関わったことでポジティ
ブな意識へ変化していることが分かる。そして、患
者が起こす行動、場面だけを見ると突発的な問題行
動のように見えることにも理由・背景があることを
学んでいた。患者が発する言葉の意味や行動の意味
など単なる言葉や行動ではないこと理由が存在する
ことやそれらを考慮した看護を提供していくことが
大切だと実感している。すなわち、病気のみを見る
のではなく、その人を看るということを体感し、患
者の個別性に合わせた看護の重要性について理解を
深めていると思われる。そして、図２に示すよう
に、第13主成分【実習を通して得た精神障害者への
理解の変化】に含まれる２因子は、学生の精神看護
に関する考えの広がりを象徴しているのではないか
と思われる。
　第14主成分【患者の状態像】について、患者の意
欲の低下を記述している内容があり、学生は症状と
しての意欲低下に着目していることが分かった。さ
らに、同じ病名でも呈す症状が違ったり、妄想一つ
をとっても患者ごとに異なるものであることなどか
ら患者の理解を深めていると考えられた。そして、
患者を取り巻く精神科看護・精神看護は家族看護や
地域看護などのも含めた視点が必要であることなど
も学び取っていることが明らかとなった。

３）実習前後の思いの変化
（１）ポジティブ・ネガティブの感情
　実習前の学生の記述では、ポジティブな記述が
15％、ネガティブな記述が36.7％とネガティブな意
見が非常に多くを占めている。これは、多くの学生
が精神科領域にネガティブな思いを抱いていること
を示している。そして、実習後の学生の記述からポ
ジティブな記述が7.1％、ネガティブな記述が15％
とポジティブとネガティブ共に実習前に比べて半減
していることが明らかとなった。ポジティブな記述
が半減したことは意外な結果であった。一方で、ネ
ガティブな記述の減少は顕著なものがある。
（２）全体の変化
　学生は実際の患者と関わることで患者等をイメー
ジできるようになり、ネガティブな内容に怖いや不
安のような抽象的な表現は少なくなっていた。そし
て、ネガティブな内容には、実際に患者と関わった
ことで感じるケアなどの具体的な難しさを述べたも
のである。実際は、“精神障害を持つ患者との関わ
りはやはり難しいと感じた”、“幻聴がある時は関わ
りを拒否されたり、作業療法中に急に笑顔になっ
たりしたときは戸惑った”という記述が多く見られ
た。難しいという記述は負のカテゴリーに振り分け
られたが、実習の中での学びと捉えると貴重な体験
になっていると思われる。精神看護の難しさは、必
ずしも不安や恐怖というネガティブな感情に結び付
くのではなく、学びを深めたいという様なポジティ
ブな感情にも結び付く可能性があると考えられる。
このことは、実習後のポジティブな内容が減少して
いることも関連していると思われる。さらに、実習
前成分８因子から実習後成分15因子へ増加したこと
は、学生は実習を通して精神障害を持つ人や精神看
護学に対するイメージが具体化されたことを意味し
ていると考えられる。また、学生は実習を通して、
実習後の15因子に表れているように患者を多面的か
つ将来的な方向性をも見つめていく必要性について
も理解を深めていると考えられる。
５．結論

１）実習前の思いの成分は８因子から構成され、
実習後には15因子に増加している。学生は実習
を通して、精神科看護について具体性が出てき
ており、精神障害者および精神看護について学
びを深めている。

２）実習前におけるポジティブな記述が15％、ネ
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ガティブな記述が36.7％であり、実習後の学ポ
ジティブな記述が7.1％、ネガティブな記述が
15％とポジティブとネガティブ共に実習前に比
べて半減している。これは、学生が実習を通し
て、抽象的なネガティブな思いが軽減し、看護
を行う中での難しさを経験していることで、ポ
ジティブな思いも軽減したのではないかと考え
られる。

６．研究の限界と今後の課題
　実習レポートの質問項目上、学生の精神看護に対
する興味に関するデータは得られていない。そのた
め、今後、対象数を増やすとともに興味や学習意欲
等調査項目に関しても検討が必要と考える。
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